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　産業活性化�

�

　不用額の適正化�

歳入全体の8割以上を依存財源が占め、昨年度と比較して
13億8,055万円増加しました。主な要因は、大規模な建設
事業（県民の森取得、町営住宅建設、携帯電話不感地域解
消事業、頓原中学校耐震補強工事など）に伴う町債（借金）
や国県支出金などが増加したことによるものです。�

飯南町の借入残高は一般会計で 114億円、特別会計で 62
億円、全体では176億円となっています。昨年度より5億
円減少しましたが、健全な財政運営を行うためには、引き
続き繰上償還を実施する必要があります。�

義務的経費は昨年度と比較すると公債費や人件費の減少により2億2千万円
減少しました。投資的経費は県民の森の取得や町営住宅の建設、携帯電話不
感地域解消事業、頓原中学校耐震補強工事などの実施により9億8千万円増加
しました。消費的経費は基金への積み立てや経済対策などに係る物件費や補
助費の増加、特別会計の繰上償還に伴う出資金及び繰出金の増加により、6億
2千万円増加しました。�

平成21年度決算について、監査委員から次のような意見を付されま した。�

平成21年度は子牛価格安定対策基金、全共出品対策基金及
びふるさとの森管理基金を創設しました。また、まちづく
り基金や減債基金などへも積み立てを行い、基金全体の残
高は昨年度より5億9千万円増加しました。�

一般会計分� 特別会計分�
　事務経費の削減�

　未収金対策�

�

　飯南病院�

�
�

合計�
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簡
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齢
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。
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ま
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収
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ぶ
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場
の
笑
い
を

誘
っ
た
ほ
か
、飯
南
町
の
特
産
品

を
賭
け
た
○
×
ク
イ
ズ

に
は
多
数
の
来
場
者
が

参
加
し
て
、盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス

ト
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
慣
行
栽
培
の
部
と
特
別
栽

培
の
部
の
２
部
門
に
分
か
れ
て
審

査
さ
れ
ま
し
た
。コ
ン
テ
ス
ト
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
特
別
賞
】

　
志
都
の
里

【
慣
行
栽
培
の
部
　
金
賞
】

　
田
村
　
勲
さ
ん（
野
萱
）

　
石
原
　
久
司
さ
ん（
頓
原
・・
上
区
）

　
藤
原
　
治
さ
ん（
寺
沢
）

　
上
田
　
進
一
さ
ん（
八
神
・・
川
東
）

　
奥
野
　
幸
孝
さ
ん（
上
来
島
）

　
田
原
　
哲
子
さ
ん（
下
赤
名
）

【
特
別
栽
培
の
部
　
金
賞
】

　
と
ん
ば
ら
門
営
農
組
合

　
志
都
の
里

　
三
上
　
忠
さ
ん（
小
田
）

　
晴
雲

　
万
場
営
農
組
合

　
眞
栄
グ
ル
ー
プ

（日）�

お客さんにダンスの指導�

来島保育所児童による踊り�

講師の浅津このみさん�

45

第
５
回�

「神楽サイズ」を踊るいきいき元気教室の皆さん（志々地区）�
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宝くじは、広く社会に役立てられています。�

　
10
月
26
日
、畜
産
セ
ン
タ
ー（
赤

名
）
で「
飯
南
町
秋
季
畜
産
共
進

会
」を
開
催
し
、子
牛
の
部
に
23

頭
、若
雌
の
部
に
16
頭
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。

【
子
牛
の
部
】

首 

席
　
小
林
幸
江
さ
ん（
井
戸
谷
）の
愛
牛

次 

席
　
土
江
勝
美
さ
ん（
角
井
）の
愛
牛

三 

席
　
那
須
道
弘
さ
ん（
長
谷
）の
愛
牛

四 

席
　
加
藤
治
義
さ
ん（
下
来
島
）の
愛
牛

五 

席
　
渡
部
久
志
さ
ん（
頓
原:

上
区
）の
愛
牛

【
若
雌
の
部
】

首 

席
　
貝
森
富
雄
さ
ん（
上
来
島
）の
愛
牛

次 

席
　
片
岡
淳
さ
ん（
八
神:

川
西
）の
愛
牛

三 

席
　
武
田
昇
さ
ん（
下
赤
名
）の
愛
牛

四 

席
　
那
須
道
弘
さ
ん（
長
谷
）の
愛
牛

五 

席
　
瀧
宏
明
さ
ん（
佐
見
）の
愛
牛

　
下
来
島
自
主
防
災
会
が
10
月
21
日
、Ａ

Ｅ
Ｄ（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）救
急
法
講
習
会

で
飯
南
消
防
署
員
を
講
師
に
招
き
、Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
、心
肺
蘇
生
法

と
併
せ
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
下
来
島
自
主
防
災
会
は
今
年
度
、自
主

防
災
組
織
育
成
助
成
事
業（
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
助
成
金
）
を（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
か
ら
助
成
を
受
け
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
は
じ
め

と
し
た
防
災
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
地
元
住
民
と
地
区
消
防
団
の
合

計
20
名
が
健
康
増
進
施
設「
加
田
の
湯
」に

集
ま
り
、講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
の
参

加
者
の
関
心
は
高
く
、講
師
と
の
間
で
盛
ん

に
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
で
参
加
者
が
自
主
防
災
に

よ
り
一
層
意
識
を
強
く
し
た
と
同
時
に
地

域
の
連
帯
感
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
上
赤
名
自
治
振
興
協
議
会
で
は（
財
）自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業（
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
助
成
金
）

の
助
成
を
受
け
、活
動
に
必
要
な
備
品
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全

な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
助
成
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
地

域
住
民
が
行
っ
て
い
た
行
事
に
都
市
市
民

を
招
く
こ
と
が
で
き
、地
域
住
民
と
都
市

市
民
が
共
に
秋
の
実
り
を

味
わ
い
交
流
す
る
こ
と
で

飯
南
町
に
生
ま
れ
育
つ
こ

と
の
誇
り
を
次
世
代
へ
伝

え
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。　

　
11
月
３
日
、町
功
労
者
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。受
賞
さ
れ
た
方
は
、次
の

と
お
り
で
す
。

■
教
育
功
労
表
彰

栃
木
　
禮
子
さ
ん 

（
野
萱
）

　
多
年
、学
校
歯
科
医
と
し
て
児
童

の
健
康
管
理
と
口
腔
衛
生
指
導
に
努

め
、学
校
歯
科
保
健
の
推
進
・
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
当
日
は
安
部
朋
次
さ
ん（
野
萱
）が
代
理
で
受

賞
さ
れ
ま
し
た
）

■
女
性
の
地
域
活
動
功
労
表
彰

鳥
屋
ヶ
原   

美
子
さ
ん 

（
頓
原:

町
区
）

　
多
年
、頓
原
婦
人
会
長
と
し
て
婦

人
会
活
動
の
推
進
に
努
め
、女
性
の

地
位
の
向
上
と
社
会
参
加
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
、地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
の
伝

達
式
を
行
い
ま
し
た
。

■
受
賞
者

三
嶋
　
玉
亀
さ
ん
　（
角
井
）

　
多
年
教
育
委
員
と
し
て
町
行
政
に
携
わ
っ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
１
日
、教
育
、学
術
、文
化
、体
育
、

そ
の
他
各
分
野
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

島
根
県
の
教
育
に
貢
献
し
た
方
及
び

団
体
、活
動
等
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
多
年
学
校
教
育
に
従
事
し
、初
等
中

等
教
育
の
充
実
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
神
楽
の
保
存
・
継
承
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

島
根
県
立
飯
南
高
等
学
校

　
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
を
展

開
し
、中
山
間
地
域
の
小
規
模
高
校
の

魅
力
化
を
図
る
取
組
み
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
自
治
医
科
大
学
医
学
部
の
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
栃
木
県
に
あ
る
自
治
医
科
大
学
は
、全
都
道
府
県
が
共
同

で
設
立
し
た
医
科
大
学
で
、卒
業
後
に
出
身
県
に
戻
り
一
定

期
間
地
域
の
病
院
、診
療
所
に
勤
務
す
れ
ば
、授
業
料
な
ど

が
全
額
免
除
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
島
根
の
医
療
を
守
る
と
い
う
気
概
に
あ
ふ
れ

た
方
の
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　
１
１
０
名（
島
根
県
か
ら
２
〜
３
名
）

▼
第
１
次
試
験
日

　
平
成
23
年
１
月
24
日（
月
）・
学
力
、25
日（
火
）・
面
接

▼
試
験
会
場

　
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も（
松
江
市
）

▼
試
験
科
目

　
・
数
学（
数
学
Ⅰ
・
Ⅱ
・
数
学
Ａ
）

　
・
理
科（
物
理
Ⅰ
、化
学
Ⅰ
、生
物
Ⅰ
の
う
ち
２
科
目
選
択
）

　
・
英
語（
英
語
Ⅱ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）

▼
出
願
期
間

　
平
成
23
年
１
月
４
日（
火
）〜
１
月
18
日（
火
）午
後
５
時

　
ま
で

　【
郵
送
の
場
合
は
、１
月
17
日（
月
）の
消
印
有
効
】

▼
問
合
せ
・
出
願
先

　
〒
６
９
０
・
８
５
０
１

　
松
江
市
殿
町
１
番
地
　
島
根
県
医
療
政
策
課

　
電
　
話
０
８
５
２
・
２
２
・
６
６
８
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
２
・
２
２
・
６
０
４
０

■
受
賞
者

安原　征治さん
（下赤名）

奥飯石神職神楽
保持者会 

（代表：春日智明さん）
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思
春
期
の
子
ど
も
が
い
る
と
言

う
と
ほ
と
ん
ど
の
親
は
“
そ
り
ゃ

大
変
だ
わ
”
と
ご
愁
傷
さ
ま
と
言
っ

た
顔
を
さ
れ
る
の
が
落
ち
で
し
ょ
う
。

も
う
思
春
期
を
過
ぎ
た
子
を
持
つ

親
は
も
う
、う
ち
は
終
わ
っ
た
か
ら

一
安
心
、ま
だ
年
下
の
子
の
親
は
う

ち
は
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
よ
ね
と

安
堵
す
る
、そ
れ
ほ
ど
み
ん
な
が
頭

を
抱
え
る
時
期
な
の
で
す
。で
す
か

ら
こ
の
時
期
に
は
体
も
心
も
厄
介

な
こ
と
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
体
の
事
。思
春
期
は
人
間

の
人
生
の
う
ち
で
２
番
目
に
体
が

変
化
す
る
時
で
す
。１
番
目
は
生
ま

れ
て
１
歳
ま
で
に
体
重
は
３
倍
に

身
長
は
２
倍
に
な
る
時
、そ
し
て
思

春
期
は
再
度
成
長
の
ス
パ
ー
ト
が

か
か
り
、か
つ
二
次
性
徴
が
起
き
る

時
で
す
。こ
の
時
期
に
起
き
や
す
い

こ
と
の
一
つ
が
起
立
性
調
節
障
害

の
症
状
で
す
。朝
起
き
に
く
い
、な

ん
か
だ
る
く
て
し
ょ
う
が
な
い
、頭

痛
、腹
痛
を
頻
繁
に
訴
え
る
、立
ち

く
ら
み
な
ど
。こ
れ
は
身
長
が
伸
び

外
見
は
大
き
く
な
る
け
れ
ど
も
内

臓
や
血
管
、神
経
は
そ
の
成
長
に
つ

い
て
い
け
な
く
な
り
、自
律
神
経
の

バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る
た
め
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。症
状
が
強
い
場
合

は
薬
の
手
助
け
を
借
り
る
と
楽
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
こ
の

よ
う
な
症
状
の
場
合
貧
血
の
こ
と

が
あ
り
ま
す
。思
春
期
は
体
が
大
き

く
な
り
、部
活
な
ど
で
運
動
量
が
増

え
、女
の
子
は
生
理
が
始
ま
っ
た
り
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
鉄
が
足
り
な

く
な
る
鉄
欠
乏
性
貧
血
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
次
に
二
次
性
徴
が
来
て
い
る
か

の
確
認
が
必
要
で
す
が
、も
う
親
と

は
お
風
呂
に
一
緒
に
入
ら
な
い
時

期
で
も
あ
り
、チ
ェ
ッ
ク
は
な
か
な

か
難
し
い
で
す
が
、声
変
わ
り
が
遅

い
、生
理
が
来
な
い
な
ど
あ
れ
ば
病

院
に
相
談
さ
れ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、中
山
間
地
域
で
産
地
化
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
黒
大
豆「
赤
名
黒
姫
丸
」、「
ト
ウ

ガ
ラ
シ
」、「
パ
プ
リ
カ
」、高
級
キ
ノ
コ「
シ
ョ
ウ
ロ
」

な
ど
の
栽
培
技
術
を
研
究
し
、中
山
間
地
域
の「
売

れ
る
も
の
」づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
11
月
６
日（
土
）、７
日（
日
）に
出

雲
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
出
雲
産
業

フ
ェ
ア
２
０
１
０
に
出
展
し
た
際
、

研
究
紹
介
と
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、

加
工
食
品
を
試
作
し
て
試
食
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

　「
赤
名
黒
姫
丸
」の
枝
豆
や
パ
プ
リ

カ
で
作
っ
た
ジ
ャ
ム
、テ
レ
ビ
の
情

報
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
ト
ウ
ガ
ラ
シ

と
パ
プ
リ
カ
で
作
っ
た「
辛
く
な
い

旨
み
調
味
料
」な
ど
の
試
食
を
行
い

ま
し
た
。

　
パ
プ
リ
カ
の
ジ
ャ
ム
は
地
元
の
農

産
加
工
所
に
試
作
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、パ
プ
リ
カ
の
風
味
を
残
し

な
が
ら
リ
ン
ゴ
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
で

甘
さ
を
加
え
た
食
べ
や
す
い
ジ
ャ
ム

で
、試
食
し
た
子
供
や
お
母
さ
ん
達

に
好
評
で
し
た
。

　
旨
み
調
味
料
は
番
組
で
紹
介
さ
れ

た
レ
シ
ピ
を
も
と
に
セ
ン
タ
ー
で
試

行
錯
誤
し
て
作
り
ま
し
た
。ト
ウ
ガ

ラ
シ
を
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
に
漬
け
て

辛
み
を
と
る
の
が
特
徴
で
、見
か
け

ほ
ど
辛
く
な
く
、ご
飯
に
の
せ
た
り

調
味
料
と
し
て
使
え
ば
お
い
し
そ
う

だ
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
試
食
展
示
は
大
盛
況

で
、「
パ
プ
リ
カ
」や「
ト
ウ
ガ
ラ
シ
」

を
使
っ
た
新
た
な
加
工
食
品
の
可
能

性
が
感
じ
ら
れ
た
２
日
間
で
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、今
後
、栽
培
技
術

の
研
究
だ
け
で
な
く
、地
元
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
て
、新
た
な
加
工
品
づ

く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
10
月
16
日
、兵
庫
県
伊
丹
市
と

飯
南
町
、そ
し
て
長
崎
県
大
村
市

の
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念
式

典
が
、さ
つ
き
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
伊
丹
市
と
飯
南
町
は
旧
頓
原
町

時
代
の
昭
和
55
年
に
姉
妹
都
市
の

提
携
を
結
び
、飯
南
町
と
な
っ
た

現
在
も
友
好
交
流
が
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
同
年
大
村
市
も
伊

丹
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で

お
り
、こ
う
し
た
縁
で
伊
丹
市
・
飯

南
町
・
大
村
市
の
二
市
一
町
の
間

で
積
極
的
な
交
流
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
に
は
二
市
一
町
か
ら
合
わ

せ
て
約
１
５
０
人
の
出
席
が
あ
り
、

最
初
に
志
々
小
学
校
の
全
校
児
童

が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、そ
の
後

出
席
者
全
員
に
よ
り
飯
南
町
民
歌

が
斉
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
市
一
町
の
首
長
か
ら
は
、さ
ま

ざ
ま
な
交
流
事
業
に
よ
っ
て
相
互

の
連
携
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
こ

と
や
、今
後
も
お
互
い
の
良
さ
を
生

か
し
合
い
な
が
ら
、末
永
く
交
流

を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
っ
た
内

容
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
半
に
は
伊
丹
市
姉
妹

都
市
協
会
、大
村
市
姉
妹
都
市
親

善
協
会
、そ
し
て
飯
南
町
姉
妹
都

市
協
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈

ら
れ
、二
市
一
町
の
親
善
と
友
愛

の
絆
を
今
後
も
更
に
深
め
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、伊
丹
市
と
飯
南
町

の
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
を
記
念

し
て
、道
の
駅
頓
原
の
レ
ス
ト
ラ

ン
や
ま
な
み
に
、伊
丹
物
産
コ
ー
ナ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
物
産
コ
ー
ナ
ー
に
は
、伊

丹
名
産
の
酒
粕
せ
ん
べ
い
や
甘
酒
、

奈
良
漬
け
や
酒
粕
を
練
り
込
ん
だ

う
ど
ん
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
伊
丹
市
で
も
そ
ば
処

一
福
兵
庫
伊
丹
店
と
Ｊ
Ｒ
伊
丹

駅
構
内
の
観
光
物
産
コ
ー
ナ
ー

に
飯
南
町
の
特
産
品
を
販
売
す

る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
開
設

さ
れ
て
お
り
、こ
う
し
た
も
の
の

交
流
に
よ
っ
て
両
市
町
の
つ
な

が
り
が
更
に
深
ま
っ
て
い
く
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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今
月
は
ド
コ
モ
島
根
だ
ん
だ
ん
の
森

で
行
わ
れ
た
、椎
茸
の
菌
床
づ
く
り
を

撮
影
し
ま
し
た
。

　
家
庭
や
職
場
で
は
ま
ず
見
る
こ
と
の

な
い
菌
床
づ
く
り
を
、生
ま
れ
て
初
め

て
体
験
し
た
参
加
者
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。お
い
し
い
椎
茸

を
食
べ
ら
れ
る
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す

ね
。

●　
平
成
22
年
12
月
11
日（
土
）

　
14
時
〜
16
時

●　
雲
南
市
木
次
町
　
チ
ェ
リ
ヴ
ァ

　
ホ
ー
ル
　
２
階
ホ
ー
ル

●　
科
学
ラ
イ
タ
ー 

松
永 

和
紀
氏

・
「
安
全
で
美
味
し
い
島
根
の
県

　
産
品
認
証
審
査
委
員
会
」の
委

　
員
を
務
め
る
。

・
月
刊
誌「
栄
養
と
料
理
」に
コ
ラ

　
ム『｢

食｣

の
安
全
を
読
み
と
く
』

　
を
連
載
中

・
入
場
無
料
・
申
込
不
要
で
す
。

・
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

　（
先
着
５
名
ま
で
、12
月
１
日（
水
）ま
で

　
に
①
子
供
の
氏
名
、②
年
齢
、③
性
別
を

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。対
象
は
満
１
歳

　
〜
就
学
前
児
で
す
。）

雲
南
市
教
育
委
員
会「
お
弁
当
の

日
」・
食
の
安
全
情
報
・
悪
質
商
法

の
手
口
の
紹
介
　
ほ
か

●　
島
根
県
　
雲
南
市

　
雲
南
市
消
費
者
問
題
研
究
協
議
会

●　
島
根
県
環
境
生
活
総
務
課

　
消
費
生
活
室

　
℡
0
8
5
2
・
2
2
・
5
1
0
3

　
放
送
大
学
で
は
平
成
23
年
度
第

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
平
成
23
年
２
月
28

日
必
着
。資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学
習

セ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
２
・
２

８
・
５
５
０
０
）

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

大
学
説
明
会（
雲
南
市
会
場
）

　
１
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
半

　
三
刀
屋
交
流
セ
ン
タ
ー

　
１
階
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
は
島
根
学
習
セ
ン

タ
ー
へ

　
給
付
金
の
申
請
期
限
が
本
年
12

月
17
日
に
迫
っ
て
い
ま
す
が
、全

国
で
救
済
法
の
対
象
と
考
え
ら
れ

る
被
害
者
の
方
か
ら
、い
ま
だ
申

請
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
次
の
方
が
給
付
金
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
テ
ロ
リ

ズ
ム
等
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
、障
害
が

残
っ
た
方
及
び
傷
病
を
負
っ
た
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ご
本
人
、家
族
、親
戚
、知
人
な

ど
該
当
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、雲
南
警
察
署
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
４
・
４
５
・
９
１
１
０

　
全
国
に
先
駆
け
て
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
島
根
県
で
は
、「
健
康
長

寿
日
本
一
」を
目
指
し
て
健
康
で

明
る
く
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活

で
き
る
社
会
づ
く
り
、県
民
と
の

協
働
に
よ
る
生
涯
現
役
社
会
づ
く

り
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、75
歳

を
過
ぎ
て
も
元
気
な
高
齢
者
の
方

へ
、知
事
か
ら「
生
涯
現
役
証
」を

お
贈
り
し
ま
す
。奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

来
島
保
健
セ
ン
タ
ー
℡
７
６
・
３
８
０
０

　
相
続
、贈
与
等
に
よ
り
取
得
し

た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契

約
等
に
係
る
年
金
の
所
得
税
の
取

扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

】
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡
0
8
5
4
・
４
３
・
2
3
6
0

　
広
報
８
月
号
の
内
容
か
ら
、以

下
の
点
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
募
集
人
数
…
60
名
程
度

②
期
　
間

10
月
28
日（
木
）〜
12
月
15
日（
水
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

島
根
県
医
療
政
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
２
・
２
２
・
６
２
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
２
・
２
２
・
６
０
４
０

〈陸上自衛隊高等工科学校生徒とは〉
将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化された装備品を駆使・運用するとともに、国際社会においても自
信を持って対応できる自衛官となる者を養成するために、中学校卒業者等を対象に採用する制度です。
〈教育及び卒業資格〉�
高等学校の普通科と同等の教育を受け、併せて技術的な知識・能力を有する陸上自衛官として必要な各種技術の
専門教育、防衛基礎教育や各種訓練を受けることになります。また、提携する通信制高等学校に入学し、生徒課程
（３年間）修了時には、高等学校の卒業資格を取得できます。身分は特別職国家公務員（生徒）で、手当（月額約９万
５千円）の支給を受けながら高等学校教育等を受ける制度です。

● 　平成22年11月１日（月）から平成23年１月７日（金）まで（締切日必着）
● 　平成22年11月１日（月）から平成23年１月６日（木）まで（締切日必着）

・ 　平成23年４月１日現在、15歳以上17歳未満の男子で、中学校卒業者又は中等教育学校の前
　期課程修了者（平成23年３月に卒業、修了見込みの者を含む）
・ 　平成23年４月１日現在、15歳以上17歳未満の男子で、入校を熱望する強い意志をもち、中学
　校卒業者又は中等教育学校の前期課程修了者（平成23年３月に卒業等見込みの者を含む）の中から、成績優秀
　者等で中学校長又は中等教育学校長が高等工科学校生徒として、ふさわしいと認め、責任を持って推薦できる者

● 　第一次試験
　 :平成23年１月22日（土）場所:松江地方合同庁舎及び出雲・浜田・隠岐の島の各地域所在の県合同庁舎
●
　 :平成23年２月５日（土）から同月８日（火）までの間の指定する１日
　 :陸上自衛隊出雲駐屯地（出雲市松寄下町１１４２―１）
●
　 :平成23年１月15日（土）から同年１月17日（月）までの間の指定する１日
　 :陸上自衛隊高等工科学校（横須賀市御幸浜２―１　陸上自衛隊武山駐屯地内）

● 　  平成23年２月１日（火）　  平成23年２月25日（金）
● 　平成23年２月１日（火）

平成23年４月上旬（一般・推薦試験合格者ともに共通）

自衛隊島根地方協力本部出雲地域事務所（電話0853・21・0831）　http://www.mod.go.jp/pco/shimane

 平成22年12月5日（日） 9時30分～12時
 ふれあいホール「みせん」 
『もっと素敵にコミュニケーション～私OK、 あなたOKの関係のために』 
：金 香百合さん 

第3日曜日持込ごみ受付、 通常通り、
休業日、 通常通り、

休業日、 通常通り

改正住民基本台帳法が平成18年11月に施行され、住民基
本台帳の閲覧が個人情報に配慮した制度になりました。
この法改正では、透明性を高めるため、閲覧者の氏名や
内容を年1回公表することが定められています。飯南町
の閲覧状況は、次のとおりです。

平成21年
12月14日

自衛隊島根地方
協力本部

自衛官の募集に
伴う広報

平成4年4月2日から
平成5年4月1日までの
間に生まれた者、全地域




